
ボツワナ共和国月報（２０１９年２月） 

主な出来事 

【内政】 

●マタンボ財務・経済開発大臣による財政演説 

●ボツワナは最も腐敗していない国の一つ，１８０か国中３４位 

●１４のＢＤＰ地域委員会のうち８つの地域委員会がマシシ大統領を指名 

【外政】 

●ガインゴブ・ナミビア大統領のボツワナ訪問 

●アフリカ大陸自由貿易圏協定への署名及びアフリカン・ピア・レビュー・メカニズムへの参加 

●ボツワナ-ジンバブエ二国間国家委員会（ＢＮＣ）初開催 

【経済】 

●金融政策声明の発表 

【文化】 

●日本の中京大学がソフトボールクリニックを開催 

※当地メディア記事等を任意に引用した内容です。 

 

 

【内政】 

○ マシシ大統領及びマホシ情報保安局長官に対する殺害脅迫 

２日，パラペで開催されたボツワナ民主党（ＢＤＰ）の全国戦略会議に参加したマシシ大統領の護

衛部隊は，情報保安局（ＤＩＳ）がマシシ大統領及びマホシＤＩＳ局長の殺害計画に関する情報を入

手したため，警戒を強めた。通常は大統領は黒のレンジローバーのＳＵＶに乗り，（大統領車の車

種とは）異なる車種に挟まれる形の車列をとるが，今般は大統領の乗っている車が特定できない

よう同じ車種を用いた車列にした。また，疑わしき人物の所に偵察隊を派遣し，大統領の警護部

隊に同人物の動きについて逐一情報提供した。（３日：サンデー・スタンダード紙） 

 

○ マタンボ財務・経済開発大臣による財政演説 

４日，マタンボ財務・経済開発大臣は国民議会において，２０１９／２０年度予算案に関する演説を

行った。昨年度（２０１７／１８年度）決算は財政収支に関しては税収の低下により赤字となった。

今年度（２０１８／１９年度）修正予算は，歳出に関しては開発予算における支出が減少するもの

の，歳入は鉱業及び非鉱業関連の税収の減少が予想されるため，財政収支は当初予算の財政

赤字を大幅に上回る見通しである。来年度（２０１９／２０年度）予算案は，歳入に関しては６０２億

プラ，歳出は６７５．４億プラとなる見込みであり，７３．４億プラの財政赤字が見込まれる。歳出の

経常予算は，基礎教育省，保健省及び司法・国防省を中心に配分され，開発予算は国土・水・衛

生サービス省，司法・国防省，鉱物資源・環境保全技術・エネルギー安全保障省を中心に配分さ

れる。政府は来年度において経済の強化，社会開発，ガバナンスと治安の維持の三分野におけ



るイニシアティブを中心に政策を実施していく。（５日：デイリー・ニュース紙） 

 

○ ベンソン＝モイトイ氏の幹事長は南部から 

 ボツワナ・ガーディアンのインタビューを受けたＢＤＰの大統領候補者ベンソン＝モイトイ氏は，

「（ベンソン＝モイトイ氏がＢＤＰ党首に選出された場合の）ＢＤＰの幹事長が誰になるのかは，現

在交渉中なのでお話することはできない。数名と交渉し，合意に至った人物を近い将来発表する

予定である。モレフィ大統領府公共政策担当大臣にも（幹事長の）話を持ちかけたが，彼はやりた

くないと言った。ＢＤＰは北と南に分かれているという話があるので，南部出身者から候補者を推

薦してもらうことで合意した。多くの人が幹事長職を約束されていたと話しているツェケディ・カーマ

大臣の名前は幹事長職候補から除かれた。ツェケディ大臣に対して自分の立場を明確にしたとこ

ろ，彼もそれを了解してくれた。 また，カーマ前大統領は自分を支持すると言ってくれた。」と述べ

た。（当館注：ＢＤＰの幹事長が副大統領に任命されるのが通例である。）（８日：ボツワナ・ガーデ

ィアン紙） 

 

○ボツワナは最も腐敗していない国の一つ 

トランス・ペアレンシー・インターナショナルが発表した腐敗認識指数において，ボツワナは１８０か

国中３４位となった。アフリカではセーシェルに次ぎ２位となっている。（８日：ボツワナ・ガーディア

ン紙） 

 

○ ボツワナ南部でマラリアの発生 

１月７日モシャネンにて，７才と８才の兄弟２名がマラリアを発症したと，カニエ地域保健管理チー

ムより報告された。家庭内や５００メートル範囲内の人々に対してマラリアの検査をしたが，すべて

陰性であり，マラリア感染の経路は現在不明である。また先週モショパとラナカでも２名のマラリア

患者の発生を記録した。サザンディストリクトはマラリアが一般的な地域ではないが，ここ数年は

数例報告がある。（１２日：デイリー・ニュース紙） 

 

○野党連合ＵＤＣのもう一つの亀裂 

野党連合ＵＤＣのメンバーであるＢＮＦとＢＣＰはハボロネ・セントラル選挙区の候補者擁立で非難

合戦を繰り広げている。ＵＤＣからは既にＡＰが離脱し，ＢＭＤが会員資格を失っており，総選挙ま

で数か月となったこの時期においても結束が保たれていない。（１３日：ボツワナ・ガゼット紙） 

 

○大統領直接選挙は必要ない 

サディケ・ケボナン国会議員（ロバツェ選出）は国会で直接大統領を導入する計画はあるのかと質

問し，これに対しマチャナ・シャムクニ大統領府・統治・公共政策担当副大臣は「現在そのような計

画はなく，政府は法律を改正する必要性を見いだしておらず，大統領の直接選挙は考慮に入れて

いない」と述べた。（１５日：デイリー・ニュース紙， ２０日：ボツワナ・ガゼット紙） 



 

○マシシ大統領，国家石油基金汚職事件の裁判において大統領の権利を執行せず 

現役の大統領は法廷事案から免除される権利があるが，国家石油基金からマシシ大統領の選挙

戦に資金が流れたという情報に対し身の潔白を証明するために，右権利を利用せず，法廷で証

言すると述べた。（１５日：メヒ紙） 

 

○ビニール袋税を徴収しないのは政府にとってのロス 

昨年６月６日，ボツワナ政府はプレスリリースを発出し，昨年１１月１日付で買い物用ビニール袋

の使用を禁止すると発表していたが，投資・通商産業省及び産業界と更に検討が必要として同禁

止令を取り下げていた。現在国会では，ビニール袋に特別税を課し，徴収した税で環境に関する

開発事業を実施すべきだとの議論がされている。（１９日：デイリー・ニュース紙） 

 

○大統領府，大統領住居ファンドの設立を発表 

２１日大統領府は，貧困層の人々のために住居建設及びその維持管理に利用される基金を設立

し，新たなドナー向けの口座を開設したと発表した。同基金は，カーマ前大統領が最初に設立し，

大統領職から退任後もカーマ前大統領個人の事業であるとし，大統領府への引渡しに関し難色

を示していた。（１月３０日：ボツワナ・ガゼッタ紙，２１日：デイリー・ニュース紙） 

 

○与党ＢＤＰの大統領候補を決める特別総会開催日が決定 

２０日，バロピ・ボツワナ民主党（ＢＤＰ）事務局長が，本年開催される総選挙に関し，与党である

同党の大統領候補を決定するための特別総会をボツワナ西部の街，カン（Kang）で４月５日に開

催すると発表した。（２２日：ボツワナ・ガーディアン紙） 

 

○野党連合は選挙区を振り分ける 

モワサ UDC 報道官は「ＢＭＤがＵＤＣからのメンバーであった時に小選挙区からの出馬が約束さ

れており，後にＵＤＣの他の加盟政党に移った者は，それぞれの選挙区で引き続きＵＤＣの候補

者となることができる。未だにＢＤＭのメンバーが持っている選挙区には来週に候補者が振り分け

られる」と述べた。（２２日：ボツワナ・ガーディアン紙） 

 

○ ンカラバンもカーマ前大統領の秘書官になれない 

大統領府は，カーマ前大統領から秘書として採用したいと申し出のあったツァオネ・ンカラバン

（Tsaone Nkarabang）の採用を拒否した（大統領経験者には公費で秘書を付けられる制度がある）。

ンカラバン氏はカーマ前大統領が大統領職にいた頃の私設秘書官であり，コシ元情報保安局長

が拒否されたのに続き，側近の秘書官への登用が再度拒否された。（２５日：モニター紙） 

 

○ マシシ大統領ハンティング規制に関し西洋諸国を激しく非難 



マシシ大統領は与党ＢＤＰの南東部総会に参加し，西洋から浴びせられるボツワナのゾウの殺害

に関する非難に対し激しく抗議した。マシシ大統領は「彼ら（西洋諸国）は野生動物などいないの

にどうして我々にどのように野生動物を扱うべきかを言うことができるのだ。私はユニティ・ダウ大

臣と英国に行った時に，彼らの問題は，彼らがゾウの問題をまるで人がそこに存在しないかのよう

に話すことだと述べた。私は彼らに，２００頭のゾウをボツワナから英国に持って行き，あなた方が

我々に望んでいるように自由にさせたらどうなるだろうかと伝えた」と述べた。（２５日：モニター紙） 

 

○ ボツワナのゾウの密猟はでっち上げではない 

「国境なきゾウたち（Elephant Without Borders: EWB）」のチェイス博士（Dr. Chase）が航空機を使っ

たゾウの密猟調査を実施し，昨年９月に８７頭が密猟目的に殺害されていたとするドラフト段階の

調査結果が公表され大変大きな論争を引き起こした。今般，その報告書の最終版が提出され，８

７頭から８８頭に殺害数は修正された。なお，ボツワナ政府は，チェイス博士の調査手法が複数の

技術を組み合わせており正確性に問題があるのではないかという考えから，元のデータを政府に

提出するように求めている。（２５日：ＢＢＣ電子版，２７日：ボツワナ・ガゼット紙） 

 

○ ＢＤＰの８つの地域委員会がマシシ大統領を指名 

１５のＢＤＰ地域委員会のうち８つの地域委員会でマシシ大統領がＢＤＰの大統領候補としてノミネ

ートされることになった（当館注：実際の地域委員会の数は１４）。ＢＤＰの党則では，各地域委員

会が大統領候補者を１名ノミネートし，特別総会で無記名投票を行うことでＢＤＰの大統領候補を

決定することになる。地域委員会からノミネートされなくとも，５０名の署名を集め大統領候補者選

挙の２４時間前に個人で登録すれば，党内の大統領候補選挙には出馬できる。（２７日：ボツワ

ナ・ガゼット紙） 

 

○セロウェの長老達が会議を開催 

ＢＤＰの大統領候補に名乗りを上げたベンソン＝モイトイ氏の選挙区を含むＢＤＰ中央地区がマシ

シ大統領をＢＤＰの大統領候補としてノミネートする決定をしたことを受け，２４日セロウェのＢＤＰ

の長老達は，中央地区の大統領候補のノミネートの仕方について疑義を呈し，会議を開催した。

会議には，カーマ前大統領，ベンソン＝モイトイ氏，グマ国民議会議員が参加した。バロピＢＤＰ事

務局長は，この会議について，ＢＤＰの規則に則り正当なプロセスを経て招集されたものではない

とし，誰が収集したのか，どのようなことが話されたのか調査し，必要であれば罰すると発言した。 

（２５日：モニター紙，２７日：ボツワナ・ガゼット紙）  

 

○２０１６年選挙改正法の廃棄に向けた動き 

シャムクニ大統領府・統治・公共政策担当副大臣は１２日付政府広報誌に２０１９年選挙（修正（廃

棄））法案と名付けられた法案を掲載した。これは，電子投票を行うなどを規定した２０１６年選挙

改正法の廃棄と，電子投票を実行しない等を規定すること目指している。本年８月末までに国会



に提出される予定となっている。（３月１日：メヒ紙） 

 

【外交】 

○ ガインゴブ・ナミビア大統領のボツワナ訪問 

１日，ＳＡＤＣ本部を実務訪問するためボツワナに滞在中のガインゴブ・ナミビア大統領はマシシ大

統領を表敬訪問した。マシシ大統領は，牛肉及びダイヤモンドを中心とした鉱物資源という共通の

産業における協力を模索すると述べ，道路及び鉄道網を整備することにより，さらに貿易，通信，

文化システムといった分野における協力も模索していく必要があると述べた。これに対しガインゴ

ブ大統領は，二国間の物と人の自由な移動の可能性や，ドライ・ポートの整備を通じ，ボツワナの

海へのアクセスを支援してきたことなどを述べた。さらに，カプリビ難民の送還に関しても言及し，

ナミビアは戻ってくる亡命者を歓迎し再統合するつもりであると述べた。（４日：デイリー・ニュース

紙） 

 

○マシシ大統領第３２回ＡＵサミットに参加 

アディスアベバで開催された第３２回ＡＵ総会に参加したマシシ大統領は，１０日，サイドラインで

開催された「アフリカ農業トランスフォーメーション・スコアカード（AATS）」の会議に参加し，同会議

は非常に重要であるのでサイドイベントではなく主要なアジェンダとして議論されるべきと述べた。

なお，本会議においてボツワナの農業トランスフォーメーションは，順調であるとされた。また，翌１

１日は「栄養のためのアフリカ指導者会合（ＡＬＮ）」に参加し，国際機関が収集したデータと国内デ

ータとの間には，情報収集及び分析の能力の違いに起因して差異が見受けられるという課題が

あり，正確性のために比較されなければならないと述べた。（１２日，１３日：デイリー・ニュース紙） 

 

○ アフリカ大陸自由貿易圏協定への署名及びアフリカン・ピア・レビュー・メカニズムへの参加 

アディスアベバで開催された第３２回ＡＵ総会から戻ったマシシ大統領が記者会見を開き，ボツワ

ナがアフリカ大陸自由貿易圏協定に署名した５１か国目になったこと及びアフリカン・ピア・レビュ

ー・メカニズム（ＡＰＲＭ）に加盟した３８番目の国になったことを発表した。（１４日：デイリー・ニュー

ス紙） 

 

○ＥＵがボツワナをマネーロンダリングに係るブラックリストに掲載 

ＥＵはボツワナを，他の２２か国と共に，マネーロンダリング及びテロリストの資金源に係るブラック

リストに掲載した。これにより，ＥＵの反マネーロンダリング規則に従う銀行及び他の組織は，ブラ

ックリストに載せられた国の顧客や財務組織からの依頼に関してより慎重な検査をすることが求

められる。したがって，ボツワナへの海外直接投資を鈍化させる可能性がある。（１５日：メヒ紙） 

 

○モスクワはアフリカの安全保障理事会常任理事国入りを支持 

８日，ロシア大使公邸で開催された「ロシア外交デー」において，シビレフ露大使は，アフリカ諸国



の安全保障理事会で常任理事国入りするという悲願を支援すると述べた。一方，ボツワナ・ガー

ディアンのインタビューに答えた同大使は，１月２２日のアーヘン条約への署名により，ドイツの常

任理事国入りへの意志をフランスが黙認したという謀反を批判した。（１５日：ボツワナ・ガーディア

ン紙） 

 

○日本はボツワナの資源経済から知的経済への移行を手助けする 

２２日，竹田大使は日本へ旅立つ留学生のために夕食会を開催した。同大使は，日本はＡＢＥイ

ニシアティブ，ＪＩＣＡの提供するトレーニング等で，ボツワナの人材育成を通じた知的経済への移

行を支援すると述べた。また，日本のＮＧＯあしなが育英会がボツワナを含むアフリカ諸国で実施

している百年構想も紹介した。 （２６日：デイリー・ニュース紙） 

 

○ボツワナ-ジンバブエ二国間国家委員会（ＢＮＣ）初開催 

２８日，ジンバブエを訪問中のマシシ大統領は，ムナンガグワ・ジンバブエ大統領らと二国間国家

委員会（Bi-National Commission: BNC）を初開催した。ＢＮＣでは，（１）外交協議に係る覚書，（２）

二国間国家委員会会議の開催規則及び手続に係る覚書，（３）科学技術及び革新分野における

協力に係る覚書，（４）犯罪人引渡条約（Extradition Treaty），（５）鉱業・地質学・地金分野におけ

る協力に係る覚書，及び，（６）エネルギー開発分野における協力に係る覚書，が結ばれた。（２月

２７日，同２８日，３月１日，同４日：デイリー・ニュース紙） 

 

 

【経済】 

○ ボツワナの主要経済指標 

１）経済成長率（出典：ボツワナ統計局） 

２０１８年第３四半期の GDP は４８９億１２３０万プラとなり，第２四半期（４６９億６７４０万プラ）と比

べて０．５％増となった。（２０１７年ＧＤＰ合計は１８０１億１２７０万プラ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実質経済成長率推移（前年比） 



２）年間インフレ率（出典：ボツワナ統計局） 

２０１９年１月は３．５％（２０１８年１２月は３．５％）。 

 

 

 

 

 

 

 

３）為替レート（出典：Ｆirst Ｎational Ｂank of Botswana） 

２０１９年２月２８日      ２０１９年１月３１日   

  １プラ＝０．０９２米ドル     １プラ＝０．０９４米ドル 

  １プラ＝１．２７９南ア・ランド    １プラ＝１．２４４南ア・ランド 

  １プラ＝１０．３１円     １プラ＝１０．３５円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ダイヤモンド産業 

１）デビアス社，第一期ダイヤモンド原石販売会で５億５００万米ドルの売上を記録 

デビアス社は，第一期ダイヤモンド原石販売会において，５億５００万米ドルの売上を記録した。

昨年同時期の販売会においては６億７２００万米ドルを売り上げており，過去１２か月の内で三番

目に低い売上となった。（１日：メヒ紙） 

 

２）デブスワナ社，２０１８年の生産目標を超える  

デブスワナ社（当館注：ボツワナ政府とデビアス社との合弁企業）は，２０１８年のダイヤモンド原

石の生産量として目標の２３８０万カラットを上回る２４１０万カラットを記録した。同生産量は２０１

５年からの生産量と比べ最も高い値となった。（１日：メヒ紙） 

 

 

年間インフレ率推移 

為替推移（１プラ＝○円） ［円］ 為替推移（１プラ＝○米ドル） ［米ドル］ 



３）デビアス社のダイヤモンド原石生産量が増加  

デビアス社は，２０１８年のダイヤモンド原石生産量が前年の３３５０万カラットと比較し，６％増の

３５３０万カラットを記録した旨発表した。また，ダイヤモンド宝石類への消費者需要の改善と６％

ダイヤモンド販売単価の１％の増加により，２０１８年の収入が前年の５８億米ドルから６１億米ド

ルに上昇し，前年の収入より４％増加した。（２７日：ボツワナ・ガゼット紙） 

 

○ エネルギー・資源 

１） ＢＣＬ社とノリリスク社の係争，ロンドンへ移行 

８日，世界一のベースメタル生産企業であるノリリスク・ニッケル社（露）は，ＢＣＬ社による契約義

務違反に係る訴訟に関し，ロンドン国際仲裁裁判所で調停を開始し，訴追する権利に係る決定を

上訴裁判所（Court of Apeal）から得た。時期は不明でなるも，本件は今後ロンドン国際仲裁裁判

所で取り扱われる見通しである。（１５日：メヒ紙） 

 

○ ２０１９／２０年度財政演説の発表 

４日，マタンボ財務・経済開発大臣は２０１９／２０年度予算案に関する演説を行った。同演説によ

ると，昨年度（２０１７／１８年度）決算の財政収支は税収の低下により，赤字となり，今年度（２０１

８／１９年度）修正予算については開発予算における支出が減少し，鉱業及び非鉱業関連の税収

が予想されるため，財政収支は当初財政赤字を大幅に上回る見通しである。また，来年度（２０１

９／２０年度）予算案について，歳入は６０２億プラ，歳出は６７５．４億プラとなる見込みであり，７

３．４億プラの財政赤字が見込まれている。政府は来年度において経済の強化，社会開発，ガバ

ナンスと治安の維持の三分野におけるイニシアティブを中心に政策を実施していく。（５日：デイリ

ー・ニュース紙） 

 

○ 中国企業による西部バイパス・インターチェンジの建設 

中国企業Zhong Gan Engineering and Construction社は，ハボロネ市のＢＴＶサークル，レインボー

サークル，ゲームシティサークルの３つの交差点（ラウンドアバウト）に立体交差のインターチェン

ジを建設する４億５０００万プラの契約を請け負うこととなった。計画は２年間実施され，２０２０年

に終了する予定である。同社の管理責任者は，経済多角化促進政策（ＥＤＤ）及び国民エンパワ

ーメント政策に対応するため，労働力と資材を国内で調達するよう努める旨発言した。また，石油

輸出国機構国際開発基金（ＯＦＩＤ）がボツワナ政府と共同で同計画の資金を提供する。Zhong 

Gan Engineering and Construction社は，China Jiangsu International社とUnik Construction 

Engineering社の合弁企業である。（１１日：モニター紙） 

 

○ 中国企業の贈賄関与疑惑 

１３日付けで鉱物資源・環境保全技術・エネルギー安全保障省次官が署名したコミュニケによると，

中国企業China Jiangsu International社が大規模な贈賄に関与した疑惑が判明し，政府関係機関



に対して，同社を政府関連のプロジェクトに関与させないよう警告した。同コミュニケは，同省傘下

のデブスワナ・ダイヤモンド社，オカバンゴ・ダイヤモンド社，ボツワナ石油公社，ボツワナ電力公

社等のＣＥＯに通知された。China Jiangsu International社は現在，約２億７０００万プラ規模の警

察犯罪科学研究所の建設（当館注：インフラ・住宅開発省が担当）を含めた複数のプロジェクトを

実施している。（１５日：ボツワナ・ガーディアン紙） 

 

○ 中国企業による契約解除見直しを求める訴状の提出 

今週，中国企業China Jiangsu International Botswana社は弁護士を通じ，公共調達委員会（ＰＰＡ

ＤＢ），法務長官及び国土・水・衛生サービス省を相手取り，同社が落札した契約を解除したＰＰＡ

ＤＢの決定の見直しを求める訴状をハボロネ高等裁判所に提出した。同社社長によると，同社は

契約の取消しが違法で悪意に満ちた問題あるものであることを証明することを求めており，賠償

金と共に契約の取消しが見直される，もしくは差し止められるべきであるとしている。これまでに同

社が落札したマウンにおける配水管，遠隔測定，制御システム等の設計と施工に係る契約及び

パラペの主要村における配水ネットワークの改修に係る契約が解除されている。マホシ情報保安

局長は，同社の贈賄疑惑については多くの調査が実施されており，調査が継続中である旨発言し

た。（２３日：ウイークエンド・ポスト紙） 

 

○ カサネ・ヨハネスブルグ間の運航便の再開 

ボツワナ航空は，カサネ・ヨハネスブルク間の運航便を今年遅くに再導入する予定である。同社は

再開の明確な時期については言及しなかったものの，再開することは確約した。（２５日：ウイーク

エンド・ポスト紙） 

 

○ 金融政策声明の発表 

２５日，ボツワナ中央銀行は２０１９年金融政策声明を発表した。同金融政策声明では，引き続き

インフレは中期的に低く，予想の範囲内に留まると予想され，金融システムは安定しているとされ

ている。また，ボツワナ中央銀行は金融システムの安定に必要なあらゆる分野における情報交換，

協力及び調整し，財務・経済開発省，ボツワナ中央銀行，非銀行金融機関規制庁及び金融情報

庁の幹部で構成される金融安定評議会（ＦＳＣ：Financial Stability Council）が設立されたことを発

表した。（２４日：サンデー・スタンダード紙） 

 

 

【文化】 

○ 日本の中京大学がソフトボールクリニックを開催 

日本の中京大学ソフトボールチームがボツワナを訪問しており，グッド・ホープやグマレでクリニッ

クを開催する。また，コーチ，審判，ソフトボール協会に対しワークショップも開催する。来年の東

京オリンピックを目指し南アフリカでの予選に参加するボツワナ代表チームとの試合も計画されて



いる。日本とボツワナは，ソフトボールで世界での強豪国の一つである日本がボツワナを支援す

るという覚書に署名している。（１３日：デイリー・モニター紙） 

 

○ 竹田大使がソフトボールチームを賞賛 

２５日，竹田日本国大使は，大使公邸でボツワナ訪問中の中京大学ソフトボールチーム及びボツ

ワナソフトボール協会関係者を集めレセプションを開催した。大使は，今回の協力が２０２０年の

東京オリンピックの予選会に生かされれば幸いと述べ，これに対しタボ・タマネ・ボツワナソフトボ

ール協会会長は東京オリンピックに出場することを約束した。（２８日：デイリー・ニュース紙） 

 


